
お問合せ：電話 0299-93-0294 神栖市社会福祉協議会地域福祉推進センター 三浦

どなたでもご自由に参加できます。
神栖社協ホームページにも掲載中！

　［シンポジスト］　　　　　　　　　　　［コーディネーター］

滝口康子氏（社会福祉法人ひだまり会）　　橘田 勝

稲嶺裕子氏（ＮＰＯ法人 スペース空）　（神栖市社会福祉協議会）

名雪 義一（神栖市社会福祉協議会）

今回、ご登壇頂いたシンポジストの皆さんは、日常の仕事とは別に後見活動を行われております。

社会福祉士資格を活かしたい、社会貢献のため、自身のスキルアップを図りたい、人の役に立ちた

いなど…後見活動を始めるきっかけは様々ですが、『一人でも多くの社会福祉士（仲間）が専門職と

して、もっと気軽に後見人を引き受けられるような社会にしたい』との思いは一致しているように感

じました。

成年後見制度の申立を必要とする方々は年々増加傾向にあります。特に資力の乏しい被後見人への

後見候補者については、社会福祉士による第三者後見が期待されております。

後見人を受任することは、被後見人の人生を共に歩むパートナーになること。

考えれば考えるほどその責任を重く感じてしまいますが、今回のシンポジウムのように仲間と共に

語り合い、情報を分かち合うことによって、「こうすればいいんだ」「自分でもできるかもしれな

い」と感じられることが後見候補者を増やす第一歩のように思えました。

特別養護老人ホームは介護が必要な方で、なおかつ自宅での介護が困難な人に対して日常生活の

介護や機能訓練、レクリエーションといったサービスが提供される施設です。

今回の勉強会では高齢者が安心して暮らせる「家」としてあり続けるために、白寿荘がどのよう

な取り組みを進めているのか、どんなサービスを提供しているのかを率直にお話しいただきます。

また１年前の東日本大震災において、白寿荘では利用者だけでなく、地域の要援護者を受け入れ

るなど、施設が地域社会に貢献、還元してきたことや、交流してきたことなどに

ついても報告頂きます。

介護者やケアマネジャー、福祉サービス事業関係者、民生委員さんなど高齢者に

関わる方々の参加をお待ちしております。

講師：特別養護老人ホーム 白寿荘 飯岡真人 施設長


